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千葉フィルハーモニー管弦楽団 音楽監督 兼 常任指揮者 

金子 建志 
東京芸大楽理科卒、柴田南雄氏、高階正光氏に師事。2013 年 3 月まで静

岡・常葉短期大学教授（指揮法・音楽史）を務め、現在は常葉大学短期大

学部、静岡大学、武蔵野音楽大学、東京理科大学の非常勤講師。古典派～

近現代の交響曲・管弦楽曲の研究と、その実践としての指揮活動。千葉フ

ィルハーモニー管弦楽団、アンサンブル「花火」の常任指揮者。市川交響

楽団、19 世紀オーケストラ、京都フィロムジカ管弦楽団、狛江フィルハー

モニー管弦楽団、世田谷交響楽団等を指揮。月刊誌「レコード芸術」「音楽

現代」、東京中日新聞等で批評を執筆。レコード・アカデミー賞審査委員。

NHK FM の解説者。著書に「こだわり派のための名曲徹底分析」シリーズ

「ブルックナーの交響曲」「マーラーの交響曲」「ベートーヴェンの〈第 9〉」
「交響曲の名曲１」「マーラーの交響曲 2」（以上音楽之友社）、編／著書に

「朝比奈隆 交響曲の世界」（早稲田出版）、200CD シリーズ「オーケスト

ラの秘密」、「オーケストラこだわりの聴き方」（立風書房）等がある。

千葉フィルハーモニー管弦楽団 
千葉フィルハーモニー管弦楽団は、千葉県を中心に活動するアマチュアオーケストラ。音楽監督兼常

任指揮者に金子建志を迎え、ベートーヴェンからチャイコフスキー、ショスタコーヴィチなど、幅広い

選曲でパワフルな演奏を行っている。特に、金子氏の研究に裏打ちされたマーラーやブルックナーの演

奏については、アマチュアオーケストラファン以外からも高い注目を集めている。毎年 1 月と 7～8 月

に演奏会を実施しており、次回で通算 63 回目の開催となる。 

ロシア、故郷は音楽とともに 
 
今でこそクラシック音楽に占めるロシア音楽の存在感は大きなものがあるが、実はロシアのクラシッ

ク音楽が本格的に始まったのはちょうど 19 世紀に入った頃からで、その歴史はそんなに長いものでは

ない。しかし、独特の才能達が現れロシア音楽の豊かな土壌を育み、そして遂に西欧の大作曲家に引け

を取らない天才が現れ、ロシア音楽の「西欧に追いつき追い越せ」の時代は終わりを告げる。その天才

がチャイコフスキー。《1812 年》はナポレオンのロシア遠征とフランス軍の敗北とロシアの勝利を華や

かに描いたチャイコフスキーの作品の中でも最も有名な作品の一つ。そして 20 世紀になって現れた天

才、ショスタコーヴィチ。《レニングラード》交響曲は第二次世界大戦時、ドイツ軍に包囲されたショ

スタコーヴィチの故郷、レニングラードの街に捧げられた。砲弾が降り注ぐ街に鳴り響く交響曲。豊穣

な文化と芸術を持つロシア。ロシアの人々は、故郷を愛し、そして音楽を愛した。たとえ命の危機が迫

る戦場であっても。ロシアにとって音楽とは、そして芸術とは。 

おなじみ金子建志と千葉フィルが今回はロシア音楽に挑む。両曲とも戦争にまつわる曲であるが、無

論それだけに留まるものではない。その音楽の奥深くに秘められたものは…。 

2019 年 1 月、習志野にロシアの魂が鳴り響く。 

 


